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1946
　戦後は、戦災を免れた京都、損害軽

微の四日市、東京の各工場で何とか生

産を再開することができました。しかし、

当時の日本では、あらゆる原材料が不足

しているだけでなく、電力の復興も遅れ、

販売先も見通しがたたない状態で、やる

ことがない従業員だけが増えていきま

す。この状況を打開しようと、京都の山

中に土地を借りて開墾し、農作物の生

産と食品加工を行う新会社を1946年に

立ち上げます。窮余の策でしたが、雇用

の安定と食糧供給につながっています。

　当時、工場で生産していた製品は、商

工省指定の繊維工業用石鹸や高級アル

コール洗剤などの統制品7品目で、これ

だけでは利益もありません。そこで、生

き残りをかけて化粧品や医薬部外品な

どの生産を始めます。これらは統制管

理外のため卸売・小売を行う必要があっ

たため、1946年には販売会社を設立し

ました。

　当社の主力である石鹸や油脂製品の

初荷も、1947年にようやく再開できまし

たが、その量は生産能力の1割にも届か

ない有様でした。そこで1948年に「生

産強化部」を設置し、より積極的な経営

に舵を切ります。化粧品や医薬部外品

の開発から始まった新事業も、防虫剤、

殺虫剤、消臭剤、農薬といったさまざま

な分野に広がりました。しかし、日本の

繊維産業が大幅な復活を見せ、当社は

事業の主体を伝統の繊維油剤事業に移

したため、この新事業は1950年に惜し

まれつつも撤退しました。

　この医薬品開発で培われたノウハウ

は、非イオン、両性、アニオンなどの界

面活性剤や、合成糊料セロゲンの開発

研究へとつながり、今も当社の製品開

発のための礎となっています。

戦後混乱下での再出発
太平洋戦争が終わり、日本経済は敗戦による生産力の低下とインフレの悪
循環で混迷を深めていました。この状況を打開するため、当社は原料不足
のなかで、石鹸、油脂、脂肪酸、グリセリンの生産再開に乗り出しました。

苦境を打ち破り、
医薬品分野へ進出。
研究体制を築く
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第一農事の設立
1950年、第一糧興に社名変更す
ると同時に洛南工場を新設。農
林省などの委託を受けて、凍豆
腐、油揚げ、パンなど食品加工業
に舵を切る。京都梅小路に工場
を新設し、固形肥料の製造など
も行った。1953年に食糧事情の
好転などを理由に解散となる。

1946
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第一亜炭興業の設立
燃料の自給自足を目的に設立。
採炭の機械化や新しい竪坑（たて
こう）開発など、常に効率化を図り
ながら、各工場が燃料不足に陥る
のを防いだ。その後、重油への
転換が始まり、1952年に10年間
の操業に幕を閉じた。写真は当
時の一般的な亜炭の竪坑。

1943
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第一商事の設立
当社が統制品以外の化粧品、農
芸用薬剤、医薬、売薬部外品を
製造していた時代に、その卸と小
売を行うために設立。1949年の
解散と同時に、本社営業部に家
庭品販売課が設置された。写真
は当時、製品化された医薬品の
街頭看板。

1946
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第一製油工業の設立
原料不足で経営難に陥っていた京
都糠油（1940年設立）を買収。社
名を変更して経営陣も一新し、従
来の圧搾法から抽出法へ転換し
て搾油効率を高めるなどして、高
級アルコールの原料となる油を確
保した。写真は整備された油脂
精製工場（1950年頃）。

1948
戦中・戦後を支えた4つの関係会社

第一農事があった京都市伏見区醍醐御蔵山
（1950年頃）
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フレイル対策に
サプリメントが注目

　日本は世界一の超高齢化社会であり、

2025年の認知症患者数は730万人と

予測されています。介護保険に関わる財

政や介護職員の不足、徘徊の増加、孤

独死や虐待など認知症による問題は山

積みであり、今後ますます増加する傾向

にあります。誰もが人間らしくありたい

と願う一方で、認知症を完治させる手段

は、今のところありません。

　認知症の予防には、フレイル対策が

重要であり、運動や食事、脳トレを日常

生活に取り入れることが大切です。しか

し、運動や脳トレは継続することが難し

く、手軽に摂取できるサプリメントが求

められています。また、記憶をサポート

する機能性表示食品もいくつか発売さ

れており、予防策としても期待されてい

ます。

研究が進む、世界初の  
新規有用成分「ナトリードⓇ」

　カイコが持つアミノ酸などの豊富な

栄養源をもとに成長するカイコハナサナ

ギタケ菌は、その成長過程において、世

界初の新規有用成分「ナトリード」を蓄

積していきます。このナトリードの細胞

実験とマウス実験に関する研究論文が、

2021年1月に国際学術誌「PLOS ONE」

に掲載されました。

　その後、同年6月に「Journal of Al-

zheimers Disease & Parkinsonism」

にも掲載、さらに 「Current Topics in 

Nutraceutical Research」には臨床試

験の結果が掲載されました。また、機能

性表示食品の届出を目指した臨床試験

も終了し、2022年に論文発表を予定し

ています。

新商品「天虫花草」
3月より販売開始

　2022年3月24日、既存商品を進化

させた「天
てんちゅうかそう

虫花草」を発売しました 図1  。

製造方法を改良し、ナトリード含有量を

従来品の2倍以上にすることができまし

た 図2  。これにより、1日の摂取量を半分

に減らし、カプセルから錠剤にすること

で、摂取時のストレスが軽減されました。

　天虫花草のパッケージは、ポストイン

サイズを採用しています。ECサイトでは

さまざまな決済方法に対応し、定期購

入も可能です。多くの皆さまに自信を

持って笑顔をお届けできるよう、今後も

このサービスを発展させていきます。

高齢者の健康トレン
ドはメタボ改善から
フレイル※対策へ

 対策が難しい認知症予防
に一定の効果が期待でき
るサプリメントを開発

超高齢化社会の日本に必要な備えは何？

case study

Product Information

カイコハナサナギタケ冬虫夏草の新ブランド
天虫花草®

野田  敏樹   N o d a To s h i k i 

ライフサイエンス事業統括部
販売推進部長

☎	090-8573-2192
	tnoda@dks-web.co.jp

エビデンスを積み上げ、
信頼性の高い機能性
表示食品（届出準備中）
も開発していきます。

表1   「天虫花草」と「冬虫夏草」の比較

図1   新商品「天虫花草」 図2  製造方法改良による
 ナトリード含有量の変化

商品名 ナトリード含有量 剤型 1日あたりの推奨摂取量

天虫花草 冬虫夏草の２倍以上 錠剤   4粒

冬虫夏草 非開示 カプセル 4～8カプセル

従来製造法 新規製造法

2倍以上!!ナ
ト
リ
ー
ド
含
有
量

天虫花草 検索

天虫花草
公式ECサイト 

※フレイル…Frailty＝虚弱
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